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はじめに
　日本鋼管福山病院は広島県と岡山
県の県境近くの広島県福山市大門町
にあります．病院名のとおり，当院
は日本鋼管株式会社（現 JFEスチー
ル株式会社）の企業病院として，昭
和46年に開設されました．平成14年
には企業から独立し，医療法人によ
る病院運営となりました．
　現在では企業立の職域病院からの
変容を遂げ，名実ともに地域に根ざ
した中核的な医療機関として，広島
県福山市東部を中心に岡山県の井笠
地域までの診療圏において地域密着
型の医療を実践しています．
　一般・小児二次救急病院や災害拠
点病院，広島DMAT指定病院の指
定等，救急医療分野の役割も担って
います．また，世界最大規模の JFE
スチール西日本製鉄所の従業員等を
対象とした健診センターの運営等，
予防医療領域を含め，様々なかたち
で地域の医療に貢献しています．
歴代病院長
初　代　山田二郎（昭和46～52年）
第２代　児玉俊夫（昭和53年）
第３代　下村　董 （昭和53～平成６年）
第４代　吉田智郎（平成６～19年）
第５代　奥野哲二（平成20～25年）
第６代　浜田史洋（平成25年～）
病院理念と基本方針
病院理念：私たちは愛と誠意による
信頼の医療をめざします．
基本方針：①患者さまの意思と人権
を尊重し，心の通った，思いやり
のある医療を提供します．②地域
医療連携のもと，急性期医療・救
急医療に貢献します．③災害拠点
病院として，災害時の救護活動に
貢献します．④地域住民皆さまの
健康増進・疾病予防に貢献しま
す．⑤常に医療技術の研鑚と知識
の習得に努め，安全で良質な医療
を提供します．
病院の沿革
　日本鋼管福山病院は，昭和46年に
日本鋼管株式会社福山製鉄所の保健
センターとして，製鉄所内の北側丘
陵地区に開設され，内科・外科・放
射線科・健康管理科の４科で診療を
開始しました．昭和47年に現在の病
院名「日本鋼管福山病院」に改称さ
れました．開設当初は企業の職域病
院として，製鉄所関連従業員の健康
管理と診療を中心とする医療を行っ
ていました．以降，増大する検診・
医療ニーズに応えるため，順次診療
科目や病床の拡充，高度医療機器の
導入に取り組んできました．
　昭和58年には新棟（西棟）を増築
し，病床数は200床に増床され，総合
病院へと体制が移行しました．その
後，医師数は岡山大学からの派遣を
受け，31名へと増加し，診療科は12
科になりました．また，CTやMRI
などの高度医療機器も順次導入され
ていきました．外来患者数は１日あ
たり800人へと増加するなど，ハー
ド・ソフト両面ともに充実し，職域
病院から地域住民のための身近な病
院へと変容を遂げました．
　平成３年には透析室を開設し，平
成５年には小児二次救急を開始しま
した．平成９年には他病院に先駆け
て，オーダリングシステムを導入し
ました．また，災害拠点病院の指定
を受けました．平成10年には一般二
次救急も始め，救急患者に対しても
積極的に受け入れられる体制が整
い，地域における急性期病院として
の役割を担うことができるようにな
りました．平成13年には病院機能評
価の認定を取得しました．ここまで
が企業立病院の時代です．
　新たに設立した医療法人による独
立採算制の病院運営が平成14年４月
から始まりました．医療法人化以前
の病院は巨大な製鉄会社の一部門に
過ぎませんでした．当時，製鉄業は
不景気であり，設備投資をする上で
も親会社の経営状況に大きく左右さ
れ，医療の高度化，医療制度の複雑
化に迅速に対応するのはなかなか難
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しい状況でした．また，病院事業を
継続する上で，病院経営の意思決定
の迅速化が一層求められる時代へと
社会情勢は移っており，医療事業と
しての専門性を生かした運営が不可
欠ということから，企業から分離・
独立した医療法人による病院の自主
自立運営を行うことが決まりました．
以上の経緯を踏まえ，各方面の協力
をいただき，新たな医療法人社団日
本鋼管福山病院が設立されました．
　老朽化した手術室と旧棟の病棟，
手狭になった救急室，透析室などの
施設や設備拡充の要求に応じて，平
成17年２月に新棟（南棟）を増築し
ました．手術室の設備，広さは各診
療科の要望に応え，近隣に誇れるほ
どの内容と自負しています．病床数
は236床となり，それまでの４病棟か
ら５病棟体制になりました．手術件
数は整形外科を主として大幅に増加
し，透析件数も増えました．新しい
建物，設備は患者さんに好評をもっ
て迎えられました．
　一方，病院運営にとって厳しいこ
とに，平成16年から始まった臨床研
修制度の影響による全国的な医師の
偏在化，医師不足により，泌尿器科，
眼科，耳鼻咽喉科の医師が非常勤と
なりました．
　平成18年には２回目の病院機能評
価の認定を受けました．平成21年に
はDPCに参入し，平成23年には電
子カルテを導入しました．また同年
に広島DMAT指定病院の指定を受
けました．さらに同年，３回目の病
院機能評価の認定を受けました．平
成25年５月には新たに乳腺外科を開
設し，診療科は17科になりました．
　残念ながら近年の医療を取り巻く
環境の急激な変化により，自分たち
が目標とする医療を提供し続けるこ
とへの課題が少しずつ増えています．
病院の概要
　診療科は17科（内科，消化器内科，
外科，乳腺外科，整形外科，産婦人
科，小児科，形成外科，泌尿器科，
眼科，耳鼻咽喉科，皮膚科，麻酔科，
リハビリテーション科，放射線科，
歯科，小児歯科）を標榜し，病床数
は一般病床236床となっています．
　平成24年度の病床利用率は77％，
平均在院人数は13.4日，手術件数は
2,112件（うち全麻件数635件）でし
た．現時点での職員数は370人，うち
医師は38人です．医師の派遣は岡山
大学，川崎医科大学，産業医科大学，
広島大学（歯科）から受けています
が，主に岡山大学からの支援を賜り
ながら診療体制を維持しています．
今後の課題と展望
　これからしばらくは国の方針とし
て医療制度の大転換期が続きます
が，当院が今後も地域の中核病院と
して存続し続けるには，急激に進行
中の高齢化と多様化する医療ニーズ
に柔軟に対応できる体制を構築する
必要があります．
　そのためには，地域の医療連携を
さらに深め，当院の得意な分野をさ
らに伸ばすこと，そして地域で潜在
的なニーズがあるにもかかわらず，
当院の手当てが手薄な分野を補って
いくことが重要と考えます．
　今後とも，患者様から，地域の医
療機関から信頼される病院であり続
けるよう，職員一同努めてまいります．
　最後になりましたが，岡山大学同
門の諸先生方には，これからもご指
導ご鞭撻を賜りますようよろしくお
願い申し上げます．
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